
推薦調書（個人・団体用）

１．候補者の名称、連絡先等
	①候補者名※１
（個人・団体の名称）
	（ふりがな）

	
	（個人の場合この欄に押印）印

	②代表者役職・氏名
（団体の場合のみ）
	印

	③連絡担当者の所属部署・役職・
氏名（団体の場合のみ）
	

	④連絡先

	住　所：（〒　　　―　　　　）

電　話：

ＦＡＸ：

E-mail：


※１　表彰状はこの欄に記載された名称により作成しますので、正確にご記入下さい。
（連名による応募の場合、もう１者の名称・連絡先等を記入し各者押印して下さい。３者以上の連名の場合は、記入欄を適宜追加して下さい）
	①候補者名※１
（個人・団体の名称）
	（ふりがな）

	
	（個人の場合この欄に押印）印

	②代表者役職・氏名

（団体の場合のみ）
	印

	③連絡担当者の所属部署・役職・

氏名（団体の場合のみ）
	

	④連絡先


	住　所：（〒　　　―　　　　）

電　話：

ＦＡＸ：

E-mail：


※１　表彰状はこの欄に記載された名称により作成しますので、正確にご記入下さい。

２．３Ｒ活動の実施内容
今回、推薦を受ける３Ｒ活動の内容について記入して下さい。なお、記入欄の大きさが足りない場合は、適宜拡げて下さい。
	①活動テーマ名

	今回、推薦を受ける３Ｒ活動の内容を端的に表すテーマ名を付けて下さい。
（記入例）「あきびん、ＰＥＴボトルの回収活動」、「市民が中心となったマイバッグ運動の展開」等


	②活動の概要


	３Ｒ活動の概要を１，０００字程度で記入して下さい※２。また、活動の様子が分かる写真等（デジタルデータまたはプリント）を添付して下さい。

（記入例）使用済み○○の回収・リユース活動を昭和□□年より実施している。当時、○○のリユースは困難とされ、ほとんど行われていなかったが、当グループでは行政・回収業者・メーカーへの働きかけにより、全国に先駆けてこれを実現した。開始当初のリユース量は□□ｔ／年であったが、毎年着実に量を増やし、現在では□□ｔ／年となっている。また、○○リユース運動を広めるために、各地のＮＰＯ等を対象に○○リユースの手法やノウハウに関する講習会を開催し、これまでに、受講した市民グループが全国１０箇所で○○リユースに取り組むようになった。



	③３Ｒ活動の区分


	実施している活動の区分について、該当するものに○を付けて下さい（複数選択可）。リデュース・リユース・リサイクルのどれに該当するか判断が付きにくい場合は、１９ページの「取り組みの例」を参考にして下さい。
リデュース
リユース
リサイクル
啓発普及等


	④活動開始時期・

継続年数


	３Ｒ活動を開始した年月及び継続年数を記入して下さい。


	⑤対象品目・量等の実績

	３Ｒ活動の対象品目、および過去３年間にリデュース・リユースまたはリサイクルした量の実績を記入して下さい。
年度
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年度
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㎥
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㎥
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㎥
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ｔ
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	⑥活動による効果


	３Ｒ活動の実施により得られた効果をできるだけ具体的に記入して下さい。

【廃棄物の削減効果】

【省資源・省エネルギー効果】

【環境保全効果】

【その他の効果】




	⑦活動地域の範囲、
他の３Ｒ活動主体や他地域との連携協力、地域密着性

	３Ｒ活動の実施地域の範囲を記入して下さい。


	
	他の３Ｒ活動主体や他地域との連携・協力を行っている場合は、その内容を具体的に記入して下さい。



	
	地域の特性や廃棄物問題を踏まえた３Ｒ活動である場合、その内容を具体的に記入して下さい。


	⑧活動の頻度

	３Ｒ活動の実施頻度を記入して下さい。
（記入例）びんの回収：週１回、古紙の回収：毎日、フリーマーケット開催：月１回等



	⑨独創性・先鞭性

	他にあまり例を見ない独創的な３Ｒ活動や、他に先駆けた先進的な取り組みを行っている場合は、その内容、及び独創的・先進的であると考える理由を記入して下さい。


	⑩啓発普及・教育活動の実施、波及効果

	３Ｒに関する啓発・教育活動を行っている場合は、実施内容と成果を具体的に記入して下さい。



	
	他の団体等の３Ｒ活動に与えた波及効果がある場合、具体的に記入して下さい。


	⑪その他活動の
工夫点

	上記以外に特に工夫・努力している点、アピールしたい点等を記入して下さい。



３．過去の受賞歴

過去に表彰制度で賞を受けたことがある方は、以下をご記入下さい。
	受賞年度
	賞の種類

	受賞した３Ｒ活動の内容

（該当する方に○を付けて下さい）
	過去受賞時の団体名が現在と異なる場合、当時の名称を記入して下さい

	
	
	（Ａ）
今回の応募内容に関連したテーマの活動
	（Ｂ）
今回の応募内容とは
別テーマの活動
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


上記で（Ａ）に○を付けた方は、前回受賞時から進展したポイント（例：活動内容の広がり、活動レベルの向上、３Ｒ実績量の増加、活動地域の拡大等）について、下記の例を参考に具体的にご記入下さい。
（記入例）

	
	過去（　　年度）受賞時の活動内容
	今回推薦を受ける活動内容

	３Ｒ活動の内容（拡大発展したポイントが分かるように対比）

	・資源ごみの集団回収活動

・生ごみの堆肥化

	左記の活動に加え、○○年から家具・日用品等の修理・不用品交換の事務局活動を開始、リサイクルのみならずリユースにも取り組むようになった。また、資源回収の対象品目も増え、活動の参加者やリサイクル量実績も格段に進展した。


	３Ｒ対象品目
について

	・集団回収：　古紙、ガラスびん、アルミ缶
・堆肥化：　生ごみ

	・集団回収：　古紙、ガラスびん、アルミ缶、ＰＥＴボトル
・堆肥化：　生ごみ

・不用品交換：　家具・衣類・日用品・図書等


	３Ｒの実績量
について

	・古紙回収量：５００ｋｇ／年
・ガラスびん回収量：１，０００本／年
・アルミ缶回収量：２００ｋｇ／年
・生ごみ処理量：１５０ｋｇ／年
（堆肥生産量：４０ｋｇ／年）

	・古紙回収量：１，２００ｋｇ／年
・ガラスびん回収量：２，５００本／年
・アルミ缶回収量：８００ｋｇ／年
・生ごみ処理量：５００ｋｇ／年
（堆肥生産量：２００ｋｇ／年）
・不用品交換の成立実績：　１２０件／年


	活動の実施地域
について

	○○町内で実施

	○○町に加え、隣接する××町、△△町に活動範囲を拡大。


	活動の参加者数
について

	○○町内の２５世帯が活動に参加

	○○町５０世帯、××町１５世帯、△△町２０世帯が活動に参加するようになった。


	活動の質的な
向上について

	生ごみ堆肥は、グループメンバーが自宅の庭や家庭菜園で使用。

	左記に加え、地元農家に協力を求め、野菜栽培に生ごみ堆肥を使ってもらうようになった。


	上記以外の進展事項、アピールしたいポイント
	他の３Ｒ活動グループとの情報交流を通じて活動のレベルアップを図るために、平成○○年にホームページとインターネット掲示板を開設した（アドレス　http://○○○○.jp）。



＜参　考＞

リデュース・リユース・リサイクル（３Ｒ）の取り組みの例について

	１．リデュース（Reduce＝発生抑制）

製品をつくる時に使う資源の量を少なくすることや、廃棄物の発生を少なくすること等をいう。

（取り組みの例）

○製品をつくる時に、原材料を無駄なく効率的に使うよう工夫する。

○製品を設計する時に、出来るだけ長く使えるような工夫をする。

○簡易梱包や簡易包装に努める。

○修理や点検等のアフターサービスを充実することにより、製品の長期使用促進に務める。

○耐久消費材は手入れや修理をしながら長く大事に使う。

○詰め替え容器に入った製品を選ぶようにする。

○マイバックを持って、無駄な包装は断るようにする。等

２．リユース（Reuse＝再使用）

使用済み製品やその部品等を繰り返し使用することをいう。

（取り組みの例）

○製品を設計する時に、本体や部品のリユースがしやすいような工夫をする。

○使用済みとなった自社製品や部品の回収・リユースに努める。
○リターナブル容器に入った製品を選ぶようにする。
○フリーマーケットやガレージセール等を開催し、不用品の再使用に務める。等

３．リサイクル（Recycle＝再生利用）

廃棄物等を原材料やエネルギー源として有効利用することをいう。

（取り組みの例）

○製品をつくる時に、出来るだけリサイクル原材料を使う。

○製品を設計する時に、使用後のリサイクルがしやすいような工夫をする。

○使用済みとなった自社製品の回収・リサイクルに努める。

○自社で発生した副産物・産業廃棄物のリサイクルに努める。

○資源ゴミの分別回収に協力する。

○リサイクル製品を積極的に利用する。等




様式　１


（個人・団体用）








